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3倍以上 

音楽療法で楽しく認知症予防 
－ 地域住民と作ったオリジナルソングが 1/19 に完成－ 

 

偕行会城西病院で開催する、「ほっとカフエじょうさい」は、地域住民が集うことができる場として毎日開

催されています。今年 5 月からは、「音楽療法」を取り入れた活動を実施しており、1 月 19 日には、地域住

民と作ったオリジナルソングの CD が完成予定です。 

 

◆音楽療法とは 

音楽を楽しむことで心身をリラックスさせ、健康の回復や向上を促す治

療法です。日本音楽療法学会は「音楽のもつ生理的、心理的、社会的働

きを用いて、心身の障害の回復、機能の維持改善、生活の質の向上、行

動の変容などに向けて、音楽を意図的、計画的に使用すること」と定義

しています。ストレスの軽減や若い頃の活き活きとした感性を取り戻す

効果があると言われており、近年、認知症のリハビリテーションとして

も医療・介護の現場で広がりをみせています。 

 

◆偕行会城西病院での取り組み 

今年 5 月から認知症カフェで音楽療法を実施し、10 月には延べ

200 名の参加者がありました。表情をあまり変えない参加者が

思い出の曲を聞き、泣いたり笑ったりと変化が見られます。参

加者からは、「続けることで少しずつ声が出るようになった」「声

を思い切り出せるので楽しい。」という声もありました。 

 

◆オリジナルソングについて 

認知症カフェでは、往年の名曲や懐メロなど様々な楽曲を歌い

ますが、中でも一番人気のある曲はオリジナルソング「いつまでもこの町で」です。この曲は認知症

カフェに来て下さる地域住民から中村区にゆかりのあるワードや歌いやすいフレーズを集め歌詞を作

成し、音楽療法士が作曲を行いました。1 月 19 日には CD が完成予定です。 

 

 

 堀内 裕美子（ほりうち ゆみこ） 

医療法人偕行会 在宅医療事業部 総合相談窓口 音楽療法士 

中学生の頃から介護に興味があり、調べているうちに「音楽療法士」という職業を知りま

した。日常生活で身近な存在である「音楽」の心を癒す力、コミュニケーションを引き出す

力を利用して、心や身体の障がいの改善、生活の質の向上を目指しています。今後は院内だ

けでなく、連携施設での音楽療法を実施したいと考えています。 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

医療法人偕行会 法人本部コーポレートブランディング部広報課 担当：岩田、伊串 

TEL：052-352-1517 / FAX：052-363-7237 / 携帯：080-2632-7281（岩田） 

E-mail：kouhou@kaikou.or.jp 

偕行会グループ HP：http://www.kaikou.or.jp 

Facebook：https://www.facebook.com/kaikou 

音楽療法の様子 
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